
2018

単位数

1単位 必修

研究室の場所

講義棟3階

オフィスアワー

授業中に指示します

（特になし）

第1回目 

第6回目 

科目名
開講年次 開講学期

授業の形態

演習

別途、時間割参照

Course　Name

1年

曜日・時限

授業の性格

英語I

当該科目の理解を促すために受講しておくことが望まれる科目

授業のスケジュールと内容

前期

①英語の基本的な文法事項を使い、ある程度の長さの文章が書けるようにする。　②自分の意見を英語で表現し、レポートを
作成することができる。また、プレゼンテーション形式で発表できるようにする。　③与えられたテーマに関し英語で書かれ
た文章の内容を理解することができる。

中学・高校で学んできた英語の基礎的知識を復習しながら、テーマに対する英語の文章を読み、自らの意見を英語でレポート
としてまとめる。また、プレゼンテーション形式で発表もする。

授業の概要

授業中に指示します

特になし

履修上の制限

英語II

English II

第2回目 

第3回目 

Unit5 INTRODUCE YOUR CLASSMATE (3) 発表、レポート（アウトプット）

英語の基礎知識と準備方法

特になし

同時に履修しておくことが望まれる科目

①自らの意見を英語を使って述べることができ、レポートを作成することができる。②正しい発音で英語の文章を読めるよう
になる。または質問をすることができる。　③英語で書かれた文章の内容を理解することができる。

学習の成果（学習成果）

一つのテーマに対し、3週に分けて行う。第一週目はテーマの説明、第二週目はそれに対する準備期間、第三週目は発表そして
レポートの提出となる。テーマによって個人発表とグループ発表のどちらかの方法で行う。

授業の方法

Unit6 EXPLAIN JAPANESE CULTURE (1) 読解、内容説明（インプット）

第4回目 

第5回目 

Unit5 INTRODUCE YOUR CLASSMATE (2) 準備

Unit5 INTRODUCE YOUR CLASSMATE (1) 読解、内容説明（インプット）

電話番号・メールアドレス
担当者に関する情報

授業の目標

氏名

加藤　遼子

ガイダンス・概要説明・評価方法説明

佐野日本大学短期大学シラバス



割合

30%

30%

30%

10%その他

事前・事後学習

第10回目 

第13回目 

第14回目 

授業参加態度

発表内容（態度含む）

第9回目 

評価の領域

第11回目 

第12回目 

第15回目 

調査報告書

小テスト

Unit7 SOLVE PROBLEMS (2) 準備

Unit6 EXPLAIN JAPANESE CULTURE (3) 発表、レポート（アウトプット）

Unit6 EXPLAIN JAPANESE CULTURE (2) 準備第7回目 

第8回目 

Unit7 SOLVE PROBLEMS (3)　発表、レポート（アウトプット）

レポート

成績評価の方法と基準

Unit7 SOLVE PROBLEMS (1) 読解、内容説明（インプット）

内容に対し、自分の意見を適切な単語、文法で述べている。（全四回）

授業に意欲的に参加している。グループワークの際積極的に意見を発している。

評価の基準

UNIT8 TALK ABOUT YOURE FUTURE PLANS (3) 発表、レポート（アウトプット）

UNIT8 TALK ABOUT YOURE FUTURE PLANS (2) 準備

UNIT8 TALK ABOUT YOURE FUTURE PLANS (1) 読解、内容説明（インプット）

テキストの意味の分からない単語は事前に辞書で調べてくる。

授業の理解度確認、解説

毎授業、電子辞書を持参すること。　授業開始後30分後入室は欠席扱い。

履修上の留意点・ルール

Noboru Matsuoka著　『One minute Presentation in English』 (松柏社)

教科書と参考図書

他クラスメイトや他グループの発表内容を聞き取る。（全四回）

与えられたテーマに対し、自分の意見を正しい発音で英語で発表する。（全四回）

試験


